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第１節 防災対策の推進

自然災害による被害の防止・縮小、強靭な地域づくりを推進し、安全確保に向けた地
域防災の体制強化、海岸・河川の保全、治山事業の推進に努め、豊かな自然を大切な財
産とし、安心して暮らせる総合的な防災・減災対策を推進します。

施策の目標

施策の展開

（１）総合的な防災体制の確立

自然災害による被害の防止・縮小、強靭な地域づくりのため、事前防災に努める
とともに、地域防災計画の見直しを行い、防災施設の整備や災害危険箇所等を把握し、
防災・減災対策事業を促進します。
また、住⺠及び国・北海道等の関係機関との情報共有や医療機関との連携を図り、
緊密な連携と協力による総合的な防災体制の充実を図ります。

（２）地域での防災⼒の強化

地域の防災力の向上を図るため、防災関係機関と連携し、自主防災組織の育成・
支援に努めるとともに、自主防災資機材の整備等を推進します。また、地域での防
災訓練やハザードマップなどによる啓発・情報提供を充実し、「自分の命は自分で守
る」という自助意識の定着化など、防災・減災意識の高揚を図ります。

（３）災害に備えた備蓄の整備

災害発生時の物流機能の停止を想定し、公的備蓄のほか、家庭内備蓄や自主防災
組織等による地域内備蓄の取り組みを推進します。また、災害備蓄計画の見直しを
行うとともに、個人や地域では賄いきれない資機材についても計画的に整備し、避
難所の資機材や避難生活に必要な備蓄の配備充実を図ります。

（４）治山・治水対策の推進

土砂災害防止のための急傾斜地崩壊対策をはじめ、護岸の整備、山地災害防止な
ど治山・治水対策を進めます。

第３章　自然と共生しみんなで創る
　　　　ゆとりある安心安全のまち
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第２節 安心・安全な環境づくりの推進

身近な生活環境を守るため、消防体制の強化、生活様式の多様化による犯罪や事故の
ない地域防犯体制の充実を図り、交通安全への意識の高揚に努め、住⺠の暮らしのニー
ズに対応した環境づくりを推進します。

施策の目標

施策の展開

（１）常備消防・救急体制の充実

老朽化した消防施設の整備を行うとともに、消防車・救急車等車両・資機材の計
画的な導入や更新、多種多様化する事案に対応する訓練及び研修により、消防力を
強化します。

（２）消防団の活性化

消防団の重要性等に関する住⺠意識の啓発を図りながら、団員補充対策の強化や
研修・訓練の充実による団員の資質の向上等、消防団活性化対策を進めます。

（３）火災予防・初期消火・救急救命に関する知識の普及

住⺠や各団体を対象とした防火講習・消火訓練・救命講習を積極的に実施し、火
災予防・初期消火・救命率向上に関する知識を普及・啓発します。

（４）交通安全意識の高揚と施設の整備

交通事故の発生を防止するため、関係機関と連携して、子どもから高齢者まで、
年齢層に応じた交通安全教育を実施するとともに、飲酒運転根絶のＰＲ、危険箇所
への交通安全旗の設置、交通安全運動の展開など住⺠の交通安全意識の高揚を図り
ます。
また、交通の安全を確保するため、カーブミラーなどの交通安全施設の整備を進め、
必要に応じて信号機等の設置を関係機関へ要請します。

（５）防犯意識の高揚

町内会や事業所、学校等での自主的な地域安全活動を促進するため、警察や関係
機関との連携のもと、啓発活動や情報提供等を進め、意識の高揚を図ります。
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第３節 環境保全の推進

自然環境と調和した持続可能な循環型社会を形成するため、ごみの分別・リサイクル
活動やCO₂ 削減に積極的に取り組み、住⺠が生涯にわたって快適に暮らせる生活環境
づくりを推進します。

施策の目標

施策の展開

（１）環境保全意識の高揚

環境保全にかかわる啓発活動や環境学習を積極的に進め、住⺠の環境保全意識の
高揚を図ります。

（２）地球温暖化対策の推進

公共施設等の節電やエネルギー使用量抑制に継続して取り組み、CO₂ の排出量の
削減に努めることで、地球温暖化対策を推進します。

（３）ごみ収集・処理体制の充実

広域的な処理体制のもと、ごみの排出動向や関連法に即した分別収集体制の充実、
啓発活動の推進等を通じた分別排出の徹底に努めます。

（４）ごみの減量化・リサイクル活動の促進

住⺠や事業者の自主的な分別排出やリサイクル活動を促進し、ごみの減量化を進
めます。

（５）ごみの不法投棄の防止

広報紙等の啓発活動を通じて警察や町内会等と連携して、不法投棄の監視体制の
強化を図ります。
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第４節 生活環境の整備

調和のとれた住空間づくりを目指し、あらゆる世代に適応した住みやすく耐震性のあ
る住宅環境の形式を促進するとともに、水道施設等の維持管理と安心安全な水の安定供
給に努め、ゆとりある生活に欠かせない生活環境の整備に努めます。

施策の目標

施策の展開

（１）生活排水施設の整備

住⺠の理解と協力を求めながら、公共下水道施設の更新や個別排水施設の整備を
進めるとともに適正な管理に努めます。また、既に供用を開始している区域につい
ては、下水道への接続を促進します。

（２）水道事業運営の基盤強化

老朽化した水道施設の改善を図り、事務事業の合理化、水道施設維持管理の効率
化や経費の節減など水道事業の健全運営に努めます。

（３）公営住宅の整備

だれもが安全で安心して暮らせる住まいづくりなど総合的な居住環境の向上を目
指し、老朽化した公営住宅等の建て替えや改善を図ります。

（４）空き家対策の推進

空き家の実態把握に努め、所有者の空き家に対する適正な管理や意識向上を促す
とともに、空き家の有効活用の推進や安全性の低下した危険空き家対策に努めます。

（５）公園・緑地の整備

安全性の確保と利用率の向上に向け、既存公園施設・設備の適正な管理に努めます。

（６）コミュニティ施設の整備

地域住⺠のふれあいの場や活動の場として、老朽化したコミュニティ施設の整備
を推進するとともに、既存施設の維持管理に努めます。

（７）町有財産の利活用

公共施設等の総合的かつ計画的な管理に努めるとともに遊休財産の外部への情報
提供等を行い、有効活用・利用促進に努めます。
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第５節 道路・交通・通信基盤の充実

広域的アクセスの向上と町内地域間の連携強化、安全性・利便性の向上に向け、町内
道路網の計画的な整備を進めるとともに、住⺠の身近な公共交通機関の充実を進めます。

施策の目標

施策の展開

（１）国道・道道・町道の整備

広域的な交通アクセスの向上に向け、主要道道や高規格幹線道路の整備促進をは
じめ、未改良区間等の早期整備を関係機関に積極的に要請します。
また、国道・道道との連携や機能分担、町内地域間の連携強化等に配慮し、将来
の財政的負担を踏まえ、町道の整備を計画的・効率的に進めます。

（２）安全で快適な道づくりの推進

道路整備にあたっては、危険箇所の改善、歩行空間の確保など安全性や災害時へ
の対応、バリアフリー化、環境・景観に配慮した、安全で快適な道づくりを進めます。
また、地域・住⺠と連携しながら道路の維持管理に努めます。

（３）公共交通機関の充実

住⺠の日常生活に不可欠な身近な交通手段として、公共交通機関の維持・確保、
利用者の利便性の向上に努めます。

（４）情報通信基盤の整備

地域の活性化を図るうえで重要かつ必要不可欠な超高速ブロードバンド基盤の整
備を推進します。
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第６節 住民参画によるコミュニティ活動の推進

住⺠と行政がそれぞれの役割と責任を持って協働し、地域社会における課題解決の仕
組みづくりに向け、住⺠参画のまちづくりを目指すとともに、地域の連携や郷土意識の
継承による魅力ある地域社会の形成に向け、地域コミュニティ活動の拡充と活性化への
取り組みを支援します。

施策の目標

施策の展開

（１）協働のまちづくりに向けた住民参画の仕組みづくり

住⺠の多種多様なニーズによる課題に対応し、住⺠の意見や発想を起点とした行
政の推進に向けて、住⺠がまちづくりに自主的・積極的に参加するための仕組みづ
くりを進めます。

（２）広報・広聴活動の充実

広報誌やホームページを活用し、情報の共有に努めるとともに、住⺠の意見やア
イディアを取り入れるため、広聴活動等を進めます。

（３）コミュニティ意識の高揚

コミュニティの重要性、活動の状況等についての啓発を行い、地域活動をはじめ、
各種行事への参加を促進するとともに地域コミュニティ活動に必要な情報提供に努
めます。

（４）町内会活動の活性化

ともに助け合い安心して暮らせる地域づくりに向けた自主的活動を支援します。




